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AMD が
中堅企業の顧客向けに
最適な理由
賢明な企業とは、的を絞り、確信をもってソリューションを選択できる、適応能力の
高い企業のことです。いま、お客様は、急速な変化と高まるテクノロジ需要という
転換点に立っています。このインフォグラフィックでは、AMD が中堅企業のお客様の
成長を確かなものにするために、パフォーマンス、柔軟性、互換性をどのように
提供しているかを紹介します。

AMD は、サーバーから従業員用のデバイスまで、IT 環境のあらゆる要素をサポートし、中堅企業のお客様が
賢明な企業になれるよう後押ししています。AMD のソリューションは既存システムや重要アプリケーション
と容易に統合できるため、IT 管理がシンプルになり、IT チームやマネージドサービスプロバイダー (MSP) 
がより高い価値を提供できるようになります。セキュリティ、柔軟性、そして AI への対応力を備えた AMD 
のソリューションが、中堅企業のお客様の投資を確かな前進へとつなげます。

中堅企業のお客様が賢明な企業になれるよう支援

「AI 搭載デバイスの導入」を
主要な IT 優先事項の 1 つと

している企業の割合1

AMD は、よりスマートな総所有コスト (TCO) を確実に達成できる高い信頼性を提供します。
たとえば、ワークロードの出力を同等と想定した場合に、AMD EPYC プロセッサは Intel® 
Xeon プロセッサと比べて、3 年間で最大 65% の電力を削減できます7。この高効率な
プラットフォームにより、フリートの価値が高まり、Intel® Xeon サーバーと比較して
3 年間の TCO を最大 44% 低減できます8。

よりスマートな TCO を確実に達成できる信頼性の高さ
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40 TOPS 超の NPU 性能:10

リアルタイム AI ワークフローを
デバイス上で直接実行

すべてのデバイスで
トップクラスの
AI パフォーマンス
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AMD PRO の管理性:  
ワイヤレスおよび KVM リモート管理に
対応

プラットフォーム
全体を通して管理性が
向上

1 リッカート尺度による 5 段階評価 (Watchtower、グローバル、n=74,227)。2 リッカート尺度による 5 段階評価 (Watchtower、グローバル、n=49,877)。3 リッカート尺度による 5 段階評価
(Watchtower、グローバル、n=16,965)。4 リッカート尺度による 5 段階評価 (Watchtower、グローバル、n=30,191)。5 リッカート尺度による 5 段階評価(Watchtower、グローバル、n=83,788)。
6 リッカート尺度による 5 段階評価 (Watchtower、グローバル、n=58,734)。7 SP5TCO-055このシナリオには多くの仮定と推定が含まれており、AMD の内部調査と最良近似に基づいています。この
シナリオ中に示される数値は、情報提供のみを目的とした例であり、実際のテストに対する意思決定の基礎としては使用しないでください。ベアメタルサーバー温室効果ガス排出量 TCO (総所有コス
ト) 評価ツール (バージョン 9.37 Pro Refresh) では、2023 年 6 月 1 日時点における公開スコアに基づき、80,000 ユニットの整数演算性能の TOTAL_PERFORMANCE を実現するために必要となる特定の
AMD EPYC と Intel® Xeon® CPU ベースのサーバーソリューションを比較しています。この推定値は、PUE を 1.7、米国の電力コストを $0.128/kWh とし、3 年間使用したと仮定したときの数値です。
この分析では、SPECrate®2017_int_base のスコアが 725 の 2P AMD 32 コア EPYC 9334 CPU 搭載サーバー (https://spec.org/cpu2017/results/res2023q1/cpu2017-20230102-33282.pdf) と
SPECrate®2017_int_base のスコアが 19 の 2P Intel Xeon 16 コア Gold 6143 ベースのサーバーを比較しています。8S9xx5TCO-002A: このシナリオには多くの仮定と推定が含まれており、AMD の内部
調査と最良近似に基づいています。このシナリオ中に示される数値は、情報提供のみを目的とした例であり、実際のテストに対する意思決定の基礎としては使用しないでください。AMD サーバーと
温室効果ガス排出量 TCO (総所有コスト) 評価ツール (バージョン 1.12) では、2024 年 10 月 10 日時点において、SPECrate2017_int_base パフォーマンスで 391000 ユニットの TOTAL_PERFORMANCE 
を実現するために必要となる特定の AMD EPYC 搭載および Intel® Xeon® CPU 搭載のサーバー ソリューションを比較しています。この推定値は、スコア 391 のレガシ 2P Intel Xeon 28 コア
Platinum_8280 搭載サーバーと、スコア 3000 の 2P EPYC 9965 (192C) 搭載サーバーを比較したもので (https://www.spec.org/cpu2017/results/res2024q4/cpu2017-20240923-44837.pdf)、さらに
スコア 1130 の 2P Intel Xeon Platinum 8592+ (64C) 搭載サーバーへのアップグレードを比較しています (https://spec.org/cpu2017/results/res2024q3/cpu2017-20240701-43948.pdf)。実際の 2P EPYC 
CPU における SPECrate®2017_int_base スコアについては、https://www.amd.com/ja/legal/claims/epyc.html#q=epyc4#SP9xxTCO-002A を参照してください。9AMD EPYC プロセッサファミリが
2023 年 9 月 18 日に達成した世界記録の全容については、https://www.amd.com/en/processors/epyc-world-records をご覧ください。10 KRKP-9: 2025 年 1 月時点で公開済みの AMD 製品仕様および
競合製品に基づきます。Copilot+ PC に必要な 40+ TOPS NPU というパフォーマンスを提供する、AMD のエンタープライズ用途向けモバイルプロセッサには、Ryzen AI PRO 300 および Ryzen AI 
Max PRO シリーズとして 9 モデルがあります。これは、この機能を持つモバイルプロセッサの品揃えとして、全 PC プロセッサメーカーの中で最大です。AI PC とは、ニューラル プロセッシング
ユニット (NPU) 搭載プロセッサを採用したノート PC です。KRKP-9。11 GD-206: AMD Memory Guard による完全なシステム メモリ暗号化は、AMD Ryzen PRO、AMD Ryzen Threadripper PRO、
AMD Athlon PRO プロセッサに含まれています。OEM による有効化が必要です。製品を購入する前に、システムメーカーにお問い合わせください。GD-206。12 GD 202: Microsoft Pluton は、
Microsoft が所有し、AMD にライセンス供与されたテクノロジです。Microsoft Pluton は、米国およびその他の国における Microsoft Corporation の登録商標です。詳細については、
https://www.microsoft.com/en-us/security/blog/2020/11/17/meet-the-microsoft-pluton-processor-the-security-chip-designed-for-the-future-of-windows-pcs/ をご覧ください。Microsoft Pluton 
セキュリティプロセッサは OEM による有効化が必要です。製品を購入する前に、OEM メーカーにお問い合わせください。AMD は、第三者の主張を独自に検証していません。GD-202。13KRKP-23: 
2025 年 2 月 6 日に AMD パフォーマンス ラボで次のシステムを使用してテストしました。AMD Ryzen AI 7 PRO 350 プロセッサ (28 W)、Radeon 860M グラフィックス、64 GB RAM、1 TB NVMe SSD、
VBS=ON、Microsoft Windows 11 Pro 搭載の Dell Pro 14 と、vPro 対応 Intel Core Ultra 7 268v プロセッサ (17 W)、Intel Arc グラフィックス、VBS=ON、32 GB RAM、1 TB NVMe SSD、Microsoft 
Windows 11 Pro 搭載の Dell Pro 14 Premium を比較。DC 電源 (壁の電源からはずした状態)、“バランスモード”で稼動させ、Teams のビデオ会議を実行しながら、次のベンチマークを同時に実行: 
Procyon Office Productivity、Procyon Office Productivity Excel、Procyon Office Productivity Outlook、Procyon Office Productivity Power Point、Procyon Office Productivity Word。ノート PC 
メーカーの構成によって、異なる結果が生じる場合があります。KRKP-23。14 9XX5-061: SPECpower_ssj® 2008 の比較は、2024 年 10 月 10 日時点で spec.org に公開されている結果に基づいています。
2P EPYC 9965 (総合 ssj_ops/w スコア 35,275、2U)、合計 384 コア (https://spec.org/power_ssj2008/results/res2022q4/power_ssj2008-20240923-01441.html) および 2P EPYC 9654 (総合 ssj_ops/w 
スコア 30,602、2U)、合計 192 コア (https://spec.org/power_ssj2008/results/res2022q4/power_ssj2008-20221204-01204.html) の結果に基づいています。比較対象は、2P Intel Xeon Platinum 
8592+ (総合 ssj_ops/w スコア 20,408、35,275、2U)、合計 128 コア (https://spec.org/power_ssj2008/results/res2024q2/power_ssj2008-20240422-01401.html) です。SPEC® および
SPECpower_ssj® 2008 は、Standard Performance Evaluation Corporation の登録商標です。詳細については、www.spec.org をご覧ください。 159xx5TCO-006: このシナリオには多くの仮定と推定が
含まれており、AMD の内部調査と最良近似に基づいています。このシナリオ中に示される数値は、情報提供のみを目的とした例であり、実際のテストに対する意思決定の基礎としては使用しないでく
ださい。AMD サーバーと温室効果ガス排出量 TCO (総所有コスト) 評価ツール (バージョン 1.3) では、2024 年 11 月 21 日時点において、SPECrate®2017_int_base で 391000 ユニットの
TOTAL_PERFORMANCE を実現するために必要となる特定の AMD EPYC と Intel® Xeon® CPU ベースのサーバーソリューションを比較しています。この推定値は、スコア 391 のレガシ 2P Intel Xeon 
28 コア Platinum_8280 ベースのサーバー (https://spec.org/cpu2017/results/res2020q3/cpu2017-20200915-23984.pdf) と、スコア 1630 の 2P EPYC 9555 (128 コア) 搭載サーバー
(https://spec.org/cpu2017/results/res2024q4/cpu2017-20241104-45226.pdf) からのアップグレードを比較しています。環境負荷の試算は、このデータを活用し、「Country Specific Electricity 
Factors – 2024」の国/地域特定の電気要因、および米国環境保護庁の Greenhouse Gas Equivalencies Calculator を使用しています。その他の詳細については、
https://www.amd.com/en/legal/claims/epyc.html#q=9xx5TCO-006 をご覧ください。(9xx5TCO-006)。162023 年 5 月時点で、AMD は、x86 Windows プロセッサで動作する初の専用 AI エンジンを
実現しています。ここで“専用 AI エンジン” とは、AI 推論モデルの処理以外の機能を持たない AI エンジンを指し、x86 プロセッサ ダイの一部です。詳細については、
https://www.amd.com/en/technologies/xdna.html をご覧ください。PHX-3a。17AMD、Design with AMD: see how your next data center can pay for itself、2025 年。 189xx5TCO-001B: このシナリオには
多くの仮定と推定が含まれており、AMD の内部調査と最良近似に基づいています。このシナリオ中に示される数値は、情報提供のみを目的とした例であり、実際のテストに対する意思決定の
基礎としては使用しないでください。AMD サーバーと温室効果ガス排出量 TCO (総所有コスト) 評価ツール (バージョン 1.12) では、2024 年 10 月 10 日時点において、SPECrate2017_int_base 
パフォーマンスで 39100 ユニットの TOTAL_PERFORMANCE を実現するために必要となる特定の AMD EPYC 搭載および Intel® Xeon® CPU 搭載のサーバーソリューションを比較しています。
このシナリオは、スコア 391 のレガシ 2P Intel Xeon 28 コア Platinum_8280 搭載サーバーと、スコア 3000 の 2P EPYC 9965 (192C) 搭載サーバーを比較したもので
(https://www.spec.org/cpu2017/results/res2024q4/cpu2017-20240923-44837.pdf)、さらにスコア 1130 の 2P Intel Xeon Platinum 8592+ (64C) 搭載サーバーへのアップグレードを比較しています
(https://spec.org/cpu2017/results/res2024q3/cpu2017-20240701-43948.pdf)。2P EPYC 9965 の実際の SPECrate®2017_int_base スコアは、OEM の公表値によって異なります。環境負荷の試算は、
このデータを活用し、“2024 International Country Specific Electricity Factors 10 – 2024 年 7 月”の国/地域特定の電気要因、および米国環境保護庁 ‘Greenhouse Gas Equivalencies Calculator’ を使用
しています。その他の詳細については、https://www.amd.com/ja/legal/claims/epyc.html#q=epyc5#9xx5TCO-001B をご覧ください。19 AMD、Atman のケーススタディ、2025 年。
20AMD、Outpost VFX のケーススタディ、2025 年。21AMD、DNSE Securities のケース スタディ、2025 年。

AI はいまや、ビジネスリーダーにとって最も優先度の高いテーマになりつつあります。デバイスやインフラ
から全体的な事業戦略に至るまで、多くの企業が既に思い切って AI 活用へと舵を切っています。

74% 96%

「AI インフラへの投資」を
主要な AI 優先事項の 1 つと

している企業の割合2

「AI を活用してビジネス成果を
高める」ことを最優先課題と

している企業の割合3

IT リーダーもまた、変革に力を入れています。主な優先課題の範囲は自動化、セキュリティ、
AI 導入にまで及んでおり、いま進行している変革の大きさを表しています。

「AI を活用した自動化推進」を
最優先の経営課題としている

企業の割合4

79% 82% 75%

「サイバーセキュリティ
ソリューション」を主要な

IT 投資分野としている企業の割合5

「AI 搭載デバイスへの投資」を
主要な AI 重点項目の 1 つと

している企業の割合6

中堅企業のお客様が必要としている信頼性、柔軟性、
革新性を届ける

最新の働き方に応じたハイパフォーマンス PC

柔軟性も、AMD の大きな強みの 1 つです。AMD はさまざまなサーバー、デバイス、
ワークロードに対応できる幅広い互換性を備えているため、Intel から AMD への移行に
余計な時間をかけずに済み、展開がスムーズになります。そのため、IT チームに大きな
負荷がかかることがありません。エントリレベルのサーバーから高性能プラットフォーム
に至るまで幅広い選択肢をご用意しています。そのため、中堅企業のお客様は、ベンダー
ロックインを回避し、安心して拡張し、進化するインフラに柔軟に対応できるようになり、
自身の状況に合わせて成長を推進できます。

中堅企業のお客様があらゆる環境に対応できるようにする
高い柔軟性

AMD は、真のインパクトを与える確かなイノベーションも提供しています。スーパー
コンピューティングおよび AI PC の両分野で 300 件を超える世界記録を樹立した実績が
示すとおり9、AMD のソリューションは幅広い分野で性能の高さを証明しています。
さらに、多層的な保護機能、ビルトインのセキュリティ、管理性、そしてパフォーマンス
機能によってデータが保護されるため、IT がシンプルになるだけでなく、計測可能な
生産性向上が実現します。

信頼できるイノベーション。真のインパクト。

6

マルチタスク性能が最大 97% 向上:13

AMD のテクノロジで進化した PC に
より、ダウンタイムを最小限に抑え、
IT チームの負担を軽減

パフォーマンスと
信頼性で実現する
高い ROI 
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AMD PRO のセキュリティ
アーキテクチャ:  
ファームウェア、メモリ、OS、
クラウドリカバリにわたる保護

AMD Memory Guard11、Microsoft 
Pluton12、AMD Shadow Stack を統合

シリコンからクラウドに
至るまでの高度な
セキュリティ

現代のデータセンター向けの AMD 搭載サーバー

1
AMD は、主要なクラウドサービスプロバイダーや、世界トップクラスのスーパー
コンピューターに採用

実績が証明する革新性

2
AMD EPYC 9965 CPU は、SPECpower において、Intel® Xeon 8592+ CPU と比べて
ワットあたりのパフォーマンスが最大 1.7 倍14

さらに、2P Intel® Xeon Platinum 8280 CPU 搭載サーバー 1,000 台を、2P AMD EPYC 9555 CPU 
搭載サーバー 240 台に置き換えることで、5 年間で最大 4,400 万ドルのソフトウェアコストを削減15

1 ドルあたり/1 ワットあたりの価値を向上

3
統合マイクロアーキテクチャによる完全な x86 互換性16

システムのスケールアップやワークロードの移行を容易にし、ベンダーロックインを回避

柔軟で将来性に優れたアーキテクチャ

4
AMD 搭載サーバーは、従来型サーバーと比べて消費電力を最大 71% 削減17

AMD EPYC 9655 CPU 搭載サーバーは、最大 86% 少ないサーバー台数と 69% 少ない電力で、
39,100 ユニットの整数演算性能を発揮。同等の性能を Intel® Xeon 8592+ CPU で達成するには、
2P サーバーが 35 台必要18

電力効率への対応

当社ではサーバーをフル稼働させていますが、安定したパフォーマンスを
実現できたのは、Lenovo と AMD の組み合わせだけでした19

ATMAN、プリセールスチームマネージャー、GRZEGORZ MODRAS 氏

Atman は、俊敏性、スケーラビリティ、環境上のパフォーマンスの強化を目指していました。高性能な
AMD EPYC 7003 および 9004 シリーズプロセッサを搭載した Lenovo ThinkSystem SR665/SR645 
サーバーを活用することで、クライアントごとに異なるワークロードに合わせて柔軟にサーバーを構成
できるようになり、AMD EPYC プロセッサの高い電力効率を生かして運用効率と持続可能性を改善して
います。さらに、インフラのスケーラビリティと市場投入スピードを高めることで競争力を強化し、
ポーランドで初めて Lenovo Cloud Service Provider 認定を取得しました。

テクノロジ: ATMAN

AMD CPU 搭載のノート PC は、優れたパフォーマンスを発揮し、
消費電力も低く、当社の戦略と合致することがわかったため、
採用すべきと判断しました20

BLUE CONNECTIONS IT、CEO、GORDON BROWNELL 氏

Blue Connections IT のハイブリッドワーカーは、頻繁な充電と高い消費電力に不満を抱えており、同社が
クライアントに推進している電力効率基準を自社でも維持することが難しくなっていました。このため
同社は、より効率的な選択肢として AMD Ryzen PRO プロセッサを搭載した Lenovo ノート PC を採用
しました。現在では、従業員が高速なパフォーマンスと終日持続するバッテリライフを実感しており、
消費電力の削減が Blue Connections IT の 2035 年ネットゼロ目標の推進にもつながっています。

システムインテグレーター: BLUE CONNECTIONS IT

AMD との連携により、中堅企業のお客様に最適なテクノロジを、
最適なタイミングで提供しやすくなるため、お客様からの信頼を高め、
自身の成果も向上します。

システムが性能を限界まで発揮できるよう多数の混合ワークロードを
稼動させてみたところ、AMD EPYC CPU はより高速で予測性の高い
パフォーマンスを発揮しました21

DNSE SECURITIES 最高技術責任者、BINH NGUYEN 氏

金融サービスプロバイダーの DNSE は、事業拡大に伴うパフォーマンス向上と高密度化のニーズに対応する
ため、AMD EPYC CPU を採用しました。AMD EPYC を採用することにより、DNSE はサーバー密度を
2 倍に高めながら、消費電力を 50% 削減し、運用コスト全体の低減を実現しました。21 この事例は、
AMD が金融機関におけるインフラのモダナイゼーションを支援し、より高い効率性と低い TCO を実現して
いることを示しています。

金融サービス: DNSE 
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